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Abstract
To tie to the “Sports Trainer of Disabled: Intermediate Sports Trainer” qualiﬁcation acquisition， we inves-
tigated the consciousness level to “Sports for the disabled”. The object people were 167 new students.
1）  Interested student in “Sports for the disabled” was 53.3％. The will to acquire a “Sports Trainer of Dis-
abled: Intermediate Sports Trainer” qualiﬁcation is strong because of strength of the interest. However， 
the student doesn’t understand the method of acquiring a “Sports Trainer of Disabled: Intermediate Sports 
Trainer” qualiﬁcation.
2）  The student who had answered， “In my environment， there is disabled persons” was 27.5％. Moreover， 
the student who had answered， “There is an experience of participating in the exchange with the handi-
capped person” was 33.5％. In addition， the student who had answered， “The television program and the 
newspaper article， etc. concerning sports for the disabled were seen” was 92.2％.
3）  The student answered “Sports for the disabled” item that he knew. In the result of the answer， basketball 
was 46.1％， the wheelchair basketball was 44.9％， swimming were 25.1％， track and ﬁeld sports were 
22.2％， and volleyball was from the high ranks to 9.6％.
4）  It is important to give motivation to “Sports for the disabled” for an interesting student. Moreover， dis-




















対象で，2004（平成 16）年度 24 名，2005（平成 17）年度 20 名，2006（平成 18）年度 35 名，そして 2007（平






















障害者スポーツ指導員資格の取得を，①強く希望している 32 名（19.2％），②希望している 102 名
（61.1％），③希望しない 9 名（5.4％），④わからない 24 名（14.4％）であった．また，中級スポーツ指導





障害者スポーツについて，①非常に興味がある 16 名（9.6％），②興味がある 73 名（43.7％），③ふつう
「障害者スポーツ」に対する意識レベルについて
－ 129 －













「遊びと障害」は，①履修した 5 名（3.0％），②履修しなかった 159 名（95.2％），③履修希望を出したが
抽選で外れた 3 名（1.8％）であった．また，「障害者とスポーツ」は，①履修した 15 名（9.0％），②履修し




3 年次後期開講「障害者スポーツ論Ⅰ」を，①履修する 15 名（9.0％），②履修しようと思う 61 名（36.5％），









自分の身近なところに障害者が，①いる 46 名（27.5％），②いない 120 名（71.9％），③無回答 1 名（0.6％）
であった．また，障害者と交流するボランティアに参加したことが，①ある 56 名（33.5％），②ない 110
名（65.9％），③無回答 1 名（0.6％）であった．さらに，障害者スポーツに関するテレビ番組・新聞記事等
を，①よく見る 20 名（12.0％），②たまに見る 134 名（80.2％），③全く見ない 11 名（6.6％），④無回答 2
名（1.2％）であった．これらの結果より，障害者と直接接した経験のある学生は全体の約 3 分の 1，テレ
Table 1.  中級スポーツ指導員資格の取得希望と障害者スポーツに対する興味の関係
中級スポーツ指導員資格取得を












①非常に興味がある 5 9 1 1 16
②興味がある 2 52 7 12 73
③ふつう 1 28 4 19 52
④あまり興味がない 1 9 6 6 22
⑤全く興味がない 0 0 1 1 2
無回答 0 0 0 2 2






は，①身体障害者 162 名（97.0％），②知的障害者 158 名（94.6％），③精神障害者 82 名（49.1％），④視覚
障害者 152 名（91.0％），⑤聴覚障害者 148 名（88.6％），⑥内部障害者 9 名（5.4％），⑦その他 0 名であった．
認知度の高いのは，身体障害者，知的障害者，視覚障害者，聴覚障害者で，認知度の低いのは精神障害
者，内部障害者ということができる．
最後に，障害者スポーツで自分が知っている種目を最大 3 つあげさせた．この結果を Table 2 に示した．
上位そして 10 名を超えている種目は，バスケットボール 77 名（46.1％），車椅子バスケットボール 75
名（44.9％），水泳 42 名（25.1％），陸上 37 名（22.2％），バレーボール 16 名（9.6％），トライアスロン 12
名（7.2％），車椅子テニス 10 名（6.0％）であった．これらの回答は，自由回答としたため，同じような種
目が存在するが特にまとめず，そのままの列挙とした．また，回答数でみると，3 種目回答が 71 名


















Table 2.  障害者スポーツで知っている種目（最高 3 種目まで複数回答可）
種目 人数 ％ 種目 人数 ％ 種目 人数 ％
バスケットボール 77 46.1％ 車椅子マラソン 5 3.0％ 電動車椅子サッカー 1 0.6％
車椅子バスケットボ ルー 75 44.9％ マラソン 4 2.4％ チェアスキー 1 0.6％
水泳 42 25.1％ ブラインドサッカー 4 2.4％ スケート 1 0.6％
陸上競技 37 22.2％ ハンドボール 4 2.4％ アイスホッケー 1 0.6％
バレーボール 16 9.6％ 卓球 4 2.4％ 視覚障害ソフトボール 1 0.6％
トライアスロン 12 7.2％ ボッチャ 4 2.4％ バドミントン 1 0.6％
車椅子テニス 10 6.0％ 野球 3 1.5％ ボウリング 1 0.6％
テニス 9 5.4％ 車椅子ハンドボール 2 1.2％ 剣道 1 0.6％
シッティングバレーボ ルー 8 4.8％ サウンドテ ブールテニス 2 1.2％ ダンス 1 0.6％
サッカー 7 4.2％ 車椅子バレーボール 2 1.2％ n＝167




過去 6 年間 6 題にわたって障害者スポーツ指導者資格について報告してきた．特に中級スポーツ指導








1） 　中級スポーツ指導員資格取得を「強く希望する」9 名（5.4％），「希望する」99 名（59.3％）であった．
障害者スポーツについて「非常に興味がある」16 名（9.6％），「興味がある」73 名（43.7％）であった．興
味ある学生が，中級スポーツ指導員資格の取得を考えている（p＜0.01）．
2） 　1 年前期の全学共通教育科目「遊びと障害」および「障害者とスポーツ」を履修した学生は 5 名
（3.0％），15 名（9.0％）で，履修希望を出したが抽選で外れた学生は 3 名（1.8％），7 名（4.2％）であった．
両科目を重複して履修希望した学生はなく，まとめると 30 名が興味を示し，履修しようとしたと考
えられる．
3） 　中級スポーツ指導員資格の基幹科目である 3 年次後期開講「障害者スポーツ論Ⅰ」の履修について
は，「履修する」15 名（9.0％），「履修しようと思う」61 名（36.5％）であった．取得を意識している割に，
この科目の履修希望が少ないのは，この科目の必要性を知らないと考えられる．
4） 　身近なところに障害者がいる学生は 46 名（27.5％），障害者と交流するボランティアに参加した学
生は 56 名（33.5％），障害者スポーツに関するテレビ番組・新聞記事等をよく見る学生は 20 名（12.0％），
たまに見る学生は 134 名（80.2％）であった．学生 3 分の 1 が，実際障害者と接しており，またほとん
どの学生が障害者スポーツの情報は得ていると考えられる．
5） 　学生が知っている障害者スポーツの種目は，主にバスケットボール 77 名（46.1％），車椅子バスケッ
トボール 75 名（44.9％），水泳 42 名（25.1％），陸上 37 名（22.2％），であった．これもメディアへの露
出度の影響であると考えられる．
6） 　中級スポーツ指導員資格取得につなげることを考えた場合，定期的な障害者スポーツに関する情報
提供とモチベーション向上を目的としたガイダンス等が不可欠である．
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